
JP 2013-504681 A5 2013.11.7

10

20

【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成25年11月7日(2013.11.7)

【公表番号】特表2013-504681(P2013-504681A)
【公表日】平成25年2月7日(2013.2.7)
【年通号数】公開・登録公報2013-007
【出願番号】特願2012-529734(P2012-529734)
【国際特許分類】
   Ｃ０８Ｊ   5/20     (2006.01)
   Ｈ０１Ｍ   4/86     (2006.01)
   Ｈ０１Ｂ   1/06     (2006.01)
   Ｃ０８Ｌ 101/02     (2006.01)
   Ｈ０１Ｍ   8/10     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０８Ｊ   5/20    ＣＥＷ　
   Ｃ０８Ｊ   5/20    ＣＥＺ　
   Ｈ０１Ｍ   4/86    　　　Ｂ
   Ｈ０１Ｂ   1/06    　　　Ａ
   Ｃ０８Ｌ 101/02    　　　　
   Ｈ０１Ｍ   8/10    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成25年9月17日(2013.9.17)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
下記構造：
【化１】

〔式中、
ｉ）Ａｒは、
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【化２】

（式中、Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３及びＲ４は、それぞれ独立して、Ｈ、Ｆ又は炭素原子数１ない
し６のアルキル基を表す）を表し；
ｉｉ）Ｘ、Ｙ、Ｚは、それぞれ独立して、直接結合、Ｏ、Ｓ、
【化３】

、ＳＯ２を表し、
ｉｉｉ）Ａは、構造Ｏ、Ｓ、ＳＯ２、－ＮＨ－、－Ｎ（ＣＨ２）ｎ（式中、ｎは１ないし
１０である）、
【化４】

（式中、Ｒ５、Ｒ６、Ｒ７及びＲ８は、それぞれ独立して、－Ｈ、－ＮＨ２、Ｆ、Ｃｌ、
Ｂｒ、ＣＮ、又は炭素原子数１ないし６のアルキル基、又はそれらのいずれの組み合わせ
をも表す）を有するスペーサーを表し；
ｉｖ）Ｇは、下記構造：
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【化５】

（式中、Ｒ９、Ｒ１０、Ｒ１１、Ｒ１２、又はＲ１３のうちの少なくとも１つが水素原子
を表すとともに、水素原子でない基は、それぞれ独立して、窒素原子、酸素原子、硫黄原
子、若しくは、フッ素原子、臭素原子、塩素原子及びヨウ素原子から成る群より選択され
るハライドを有する非環式ヘテロ原子基を表す）を有する〕
を有するポリマー核を有する固形アニオン交換ポリマー電解質。
【請求項２】
Ａｒはパーフルオロ化フェニル部分を表す、請求項１に記載の固形アニオン交換ポリマー
電解質。
【請求項３】
Ｘ、Ｙ及びＺはＳＯ２を表す、請求項１に記載の固形アニオン交換ポリマー電解質。
【請求項４】
Ｒ５、Ｒ６、Ｒ７及びＲ８はＨを表す、請求項１に記載の固形アニオン交換ポリマー電解
質。
【請求項５】
Ｒ９、Ｒ１０、Ｒ１１、Ｒ１２及びＲ１３は水素原子を表す、請求項１に記載の固形アニ
オン交換ポリマー電解質。
【請求項６】
下記構造：

【化６】

｛式中、
ｉ）Ｒ１４、Ｒ１５はＣＦ２を表すか；又は、Ｒ１４がＣＦ２を表すとともにＲ１５がＣ
Ｈ２を表すか；又は、Ｒ１４がＣＨ２を表すとともにＲ１５がＣＨＦを表し；及び
ｉｉ）Ｒ１６はＣＨ２又はＣＦ２を表し；
ｉｉｉ）Ｒ１７はＣＨ又はＣＦを表し；
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ｉｖ）Ａは、構造Ｏ、Ｓ、ＳＯ２、－ＮＨ－、Ｎ（ＣＨ２）ｎ（式中、ｎは１ないし１０
である）、
【化７】

（式中、Ｒ５、Ｒ６、Ｒ７及びＲ８は、それぞれ独立して、－Ｈ、－ＮＨ２、Ｆ、Ｃｌ、
Ｂｒ、ＣＮ、又は炭素原子数１ないし６のアルキル基、又はそれらのいずれの組み合わせ
をも表す）を有するスペーサーを表し；
ｖ）Ｇは、下記構造：

【化８】

〔式中、Ｒ９、Ｒ１０、Ｒ１１、Ｒ１２、又はＲ１３は、それぞれ独立して、－Ｈ、－Ｃ
Ｈ３、－ＮＨ２、－ＮＯ、ＨＣ＝Ｏ－、ＣＨ３Ｃ＝Ｏ－、ＮＨ２Ｃ＝Ｏ－、－（ＣＨ２）

ｎ－Ｃ（ＮＨ２）－ＣＯＯＨ（式中、ｎは１ないし６である）、－ＣＨ－（ＣＯＯＨ）－
ＣＨ２－ＣＯＯＨ、－ＣＨ２－ＣＨ（Ｏ－ＣＨ２ＣＨ３）２、－（Ｃ＝Ｓ）－ＮＨ２、－
（Ｃ＝ＮＨ）－Ｎ－（ＣＨ２）ｎＣＨ３（式中、ｎは０ないし６である）、－ＮＨ－（Ｃ
＝Ｓ）－ＳＨ、－ＣＨ２－（Ｃ＝Ｏ）－Ｏ－Ｃ（ＣＨ３）３、－Ｏ－（ＣＨ２）ｎ－ＣＨ
－（ＮＨ２）－ＣＯＯＨ（式中、ｎは１ないし６である）、－（ＣＨ２）ｎ－ＣＨ＝ＣＨ
（式中、ｎは１ないし６である）、－（ＣＨ２）ｎ－ＣＨ－ＣＮ（式中、ｎは１ないし６
である）、芳香族基、例えば、フェニル基、ベンジル基、フェノキシ基、メチルベンジル
基、窒素原子で置換されたベンジル基若しくはフェニル基、ハライド、若しくはハライド
で置換されたメチル基を表す〕を有する｝
を有するポリマー核を有する固形アニオン交換ポリマー電解質。
【請求項７】
Ｒ１４、Ｒ１５及びＲ１６がＣＦ２を表すとともにＲ１７がＣＦを表す、請求項６に記載
の固形アニオン交換ポリマー電解質。
【請求項８】
Ｒ５、Ｒ６、Ｒ７及びＲ８はＨを表す、請求項６に記載の固形アニオン交換ポリマー電解
質。
【請求項９】
Ｒ９、Ｒ１０、Ｒ１１、Ｒ１２又はＲ１３はＣＨ３を表す、請求項６に記載の固形アニオ



(5) JP 2013-504681 A5 2013.11.7

ン交換ポリマー電解質。
【請求項１０】
下記構造：
【化９】

｛式中、
ｉ）ｎ及びｍは１ないし５０であり、及びｐは１ないし１０であり；
ｉｉ）Ａは、構造Ｏ、Ｓ、ＳＯ２、－ＮＨ－、－Ｎ（ＣＨ２）ｎ（式中、ｎは１ないし１
０である）、

【化１０】

（式中、Ｒ５、Ｒ６、Ｒ７及びＲ８は、それぞれ独立して、－Ｈ、－ＮＨ２、Ｆ、Ｃｌ、
Ｂｒ、ＣＮ、又は炭素原子数１ないし６のアルキル基、又はそれらのいずれの組み合わせ
をも表す）を有するスペーサーを表し；
ｉｉｉ）Ｇは、下記構造：

【化１１】

〔式中、Ｒ９、Ｒ１０、Ｒ１１、Ｒ１２、又はＲ１３は、それぞれ独立して、－Ｈ、－Ｃ
Ｈ３、－ＮＨ２、－ＮＯ、ＨＣ＝Ｏ－、ＣＨ３Ｃ＝Ｏ－、ＮＨ２Ｃ＝Ｏ－、－（ＣＨ２）

ｎ－Ｃ（ＮＨ２）－ＣＯＯＨ（式中、ｎは１ないし６である）、－ＣＨ－（ＣＯＯＨ）－
ＣＨ２－ＣＯＯＨ、－ＣＨ２－ＣＨ（Ｏ－ＣＨ２ＣＨ３）２、－（Ｃ＝Ｓ）－ＮＨ２、－
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（Ｃ＝ＮＨ）－Ｎ－（ＣＨ２）ｎＣＨ３（式中、ｎは０ないし６である）、－ＮＨ－（Ｃ
＝Ｓ）－ＳＨ、－ＣＨ２－（Ｃ＝Ｏ）－Ｏ－Ｃ（ＣＨ３）３、－Ｏ－（ＣＨ２）ｎ－ＣＨ
－（ＮＨ２）－ＣＯＯＨ（式中、ｎは１ないし６である）、－（ＣＨ２）ｎ－ＣＨ＝ＣＨ
（式中、ｎは１ないし６である）、－（ＣＨ２）ｎ－ＣＨ－ＣＮ（式中、ｎは１ないし６
である）、芳香族基、例えば、フェニル基、ベンジル基、フェノキシ基、メチルベンジル
基、窒素原子で置換されたベンジル基若しくはフェニル基、ハライド、若しくはハライド
で置換されたメチル基を表す〕を有する｝
を有するポリマー核を有する、固形アニオン交換ポリマー電解質。
【請求項１１】
Ｒ５、Ｒ６、Ｒ７及びＲ８はＨを表す、請求項１０に記載の固形アニオン交換ポリマー電
解質。
【請求項１２】
Ｒ９、Ｒ１０、Ｒ１１、Ｒ１２、及びＲ１３はＣＨ３を表す、請求項１０に記載の固形ア
ニオン交換ポリマー電解質。
【請求項１３】
ポリマー核を含有する組成物であって、
　前記ポリマー核は、適する溶媒中に均質分散され、且つ、下記構造：
【化１２】

〔式中、
ｉ）Ａは、構造Ｏ、Ｓ、ＳＯ２、－ＮＨ－、－Ｎ（ＣＨ２）ｎ（式中、ｎは１ないし１０
である）、
【化１３】

（式中、Ｒ５、Ｒ６、Ｒ７及びＲ８は、それぞれ独立して、－Ｈ、－ＮＨ２、Ｆ、Ｃｌ、
Ｂｒ、ＣＮ、又は炭素原子数１ないし６のアルキル基、又はそれらのいずれの組み合わせ
をも表す）を有するスペーサーを表し；
ｉｉ）Ｒ９、Ｒ１０、Ｒ１１、Ｒ１２、又はＲ１３は、それぞれ独立して、－Ｈ、－ＣＨ

３、－ＮＨ２、－ＮＯ、アリル基、ＨＣ＝Ｏ－、ＣＨ３Ｃ＝Ｏ－、ＮＨ２Ｃ＝Ｏ－、－（
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ＣＨ２）ｎ－Ｃ（ＮＨ２）－ＣＯＯＨ（式中、ｎは１ないし６である）、－ＣＨ－（ＣＯ
ＯＨ）－ＣＨ２－ＣＯＯＨ、－ＣＨ２－ＣＨ（Ｏ－ＣＨ２ＣＨ３）２、－（Ｃ＝Ｓ）－Ｎ
Ｈ２、－（Ｃ＝ＮＨ）－Ｎ－（ＣＨ２）ｎＣＨ３（式中、ｎは０ないし６である）、－Ｎ
Ｈ－（Ｃ＝Ｓ）－ＳＨ、－ＣＨ２－（Ｃ＝Ｏ）－Ｏ－Ｃ（ＣＨ３）３、－Ｏ－（ＣＨ２）

ｎ－ＣＨ－（ＮＨ２）－ＣＯＯＨ（式中、ｎは１ないし６である）、－（ＣＨ２）ｎ－Ｃ
Ｈ＝ＣＨ（式中、ｎは１ないし６である）、－（ＣＨ２）ｎ－ＣＨ－ＣＮ（式中、ｎは１
ないし６である）、芳香族基、例えば、フェニル基、ベンジル基、フェノキシ基、メチル
ベンジル基、窒素原子で置換されたベンジル基若しくはフェニル基、ハライド、若しくは
ハライドで置換されたメチル基を表す〕を有し；及び
ｉｉｉ）前記組成物は、膜電極一体構造用に適する、
組成物。
【請求項１４】
Ａは
【化１４】

を表す、請求項１３に記載の組成物。
【請求項１５】
Ｒ９、Ｒ１０、Ｒ１１、Ｒ１２、及びＲ１３がＣＨ３を表す、請求項１３に記載の組成物
。
【請求項１６】
溶媒は非プロトン性溶媒である、請求項１３に記載の組成物。
【請求項１７】
非プロトン性溶媒は、ジメチルホルムアミド、ジメチルアセトアミド、Ｎ－メチルピロリ
ドン、ジメチルスルホキシド、及びそれらの組み合わせから成る群より選択される、請求
項１６に記載の組成物。
【請求項１８】
溶媒はアルコールである、請求項１３に記載の組成物。
【請求項１９】
アルコールは、エタノール、ｎ－プロパノール、イソプロパノール、ｎ－ブタノール、第
二ブタノール、イソブタノール、第三ブタノール、エチレングリコール、プロピレングリ
コール、１，２－ブタンジオール、１，３－ブタンジオール、２，３－ブタンジオール、
１，４－ブタンジオール、１，５－ペンタンジオール、プロパン－１，２，３－トリオー
ル、１，２，４－ブタントリオール、及びそれらの組み合わせから成る群より選択される
、請求項１８に記載の組成物。
【請求項２０】
組成物は、触媒をさらに含有する、請求項１３に記載の組成物。
【請求項２１】
Ｒ９、Ｒ１０、Ｒ１１、Ｒ１２、又はＲ１３の前記芳香族環は、各々独立して、フェニル
基、ベンジル基、フェノキシ基、メチルベンジル基、又は窒素原子で置換されたベンジル
基である、請求項１３に記載の組成物。
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